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動周期から得られた g因子 |g|～ 0.25は，すでに同一試料において報告のある発光量子ビート測定による結
果と矛盾しない。また量子井戸におけるスピン緩和寿命よりも長い量子ドットのスピン緩和寿命が観測され
た。これはD’yakonov-Perel’機構の抑制によりスピン緩和が抑制されたと考えることが出来る。更に量子ドッ
トと量子井戸中の電子スピン緩和速度に温度 Tに対し 100K以下では温度依存性がなく，100K以上では
Tn（3≦ n≦ 4）で増加する温度依存の寄与を見出した。
　n-GaAs基板に作成された自己組織化 InP量子ドットを用いた測定においては，観測されたラーモア才差
運動の同期から |g|～ 0.052という正孔によると考えられる振動成分の観測に成功した。電子のドープされ
た GaAs基板から電子が移ることで量子ドットにも電子がドープされている状況では，パウリの原理により，
光生成による電子とドープによって存在する電子は逆向きのスピンを持たなければならない。電子の歳差運
－ 286 －
動が 180°の位相差をもっておこると，2つの電子スピンのラーモア才差運動にもとづくカー回転信号が互
いに打ち消されるため，正孔の歳差運動のみがカー回転信号に観測されたと考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，5× 10－3という世界最高レベルの角度分解能をもつ時間分解光励起カー回転測定法を開発し，
これを用いて量子ドット中の電子・正孔のスピン緩和，スピンコヒーレンスをドットと井戸を比較したり，
温度の関数として研究したものである。数々の工夫により世界最高レベルの角度分解能をもつ時間分解光励
起カー回転測定法を開発したことは，極めて高く評価できる。また，歪誘起 GaAs量子ドット中では，電子
スピンの緩和に閉じ込め次数の増加によりスピン緩和時間の伸長を見出した点， InP量子ドット中では，正
孔のスピン才差運動を初めて観測した点が高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
